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※「那賀川水系河川整備計画」は、四国の一級河川では
初めて国と県が管理する水系全体で計画を策定しており、
今回の説明内容は直轄管理区間を対象としています。
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反映
反映

H16.10 H18.4 H18.11 H19.2 H19.5 H19.6

1.河川整備計画検討の流れ

各会場での意見 57人202件

パブリックコメント 20通 35件

合計 237件

各会場での意見 55人214件

パブリックコメント 8通 12件

合計 226件

第1回 那賀川学識者会議

・平成18年11月28日（阿南市）

第1回 那賀川流域住民の意見を聴く会

・平成18年12月2日（阿南市）

・平成18年12月3日（旧鷲敷町）

・平成18年12月9日（旧上那賀町）

・平成18年12月10日（旧羽ノ浦町）

第1回 那賀川流域市町長の意見を聴く会

・平成18年12月19日（阿南市）

第2回 那賀川学識者会議

・平成19年3月７日（阿南市）

第2回 那賀川流域住民の意見を聴く会

・平成19年3月10日（阿南市）

・平成19年3月11日（旧木頭村）

・平成19年3月17日（旧相生町）

・平成19年3月18日（旧那賀川町）

第2回 那賀川流域市町長の意見を聴く会

・平成19年3月20日（阿南市）
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2.河川整備計画の対象区間・期間

那賀川水系河川整備基本方針に基づき、那賀川の総合的な管理が確保できるよう、
河川整備の目標及び実施に関する事項を定めるもの

対象期間：概ね30年

那賀川の概要
・流域面積：874km2

・幹川流路延長：125km

古庄

大原

基準地点 ３



(1) 那賀川【国管理区間】
昭和25年9月洪水(ジェーン台風)と同規模の洪水を安全に流下させる
（戦後最大流量を記録し甚大な浸水被害）

河川名 基準地点 

整備計画の

目標流量 

（m3/s） 

既設ダムによる 

洪水調節流量 

（m3/s） 

河道整備流量 

（河道の整備で対

応する流量） 

（m3/s） 

那賀川 古庄 9,000 500 8,500 

 

(2) 桑野川【国管理区間】
平成11年6月洪水（梅雨前線）と同規模の洪水を安全に流下させる
（戦後最大流量を記録し甚大な浸水被害）

河川名 基準地点
目標流量

（m3/s）

既設ダムによる

洪水調節流量 

（m3/s） 

河道整備流量 

（河道の整備で

対応する流量） 

（m3/s） 

派川那賀川及び桑野川 大原 950 － 950 

 

3.河川整備計画の目標
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4.河川整備計画のメニュー
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那賀川水系河川整備計画の費用対効果は、Ｂ／Ｃ＝４．００
（純現在価値は、Ｂ－Ｃ＝２，００３億円）

■河川整備計画の効果（Benefit）

・・・河川整備計画での堤防整備、ダム改造等により軽減された被害額

総Benefit 約２，６７０億円

■河川整備計画の費用(Cost)

・・・河川整備計画の対象期間（河川整備計画策定から概ね30年間）に堤防整備、

ダム改造等に要する費用

総Ｃost 約 ６６７億円

5. 河川整備計画の費用対効果

浸水区域図
(ﾀﾞﾑ・河道現状,那賀川
H5.8,桑野川H11.6洪水
波形,1/100)

浸水深（m）

0.00 - 0.50

0.50 - 1.00

1.00 - 2.00

2.00 - 5.00

5.00 -

被害内訳

浸水面積： 5,082ha

床上浸水：10,321戸

床下浸水： 3,957戸

便益の算定に使用した被害内容

■直接被害額の算定

・一般資産被害額

（家屋、家庭用品、事業所償却・在庫

資産、農漁家償却・在庫資産）

・農作物被害額

・公共土木施設等被害額

■間接被害額の算定

・営業停止損失

・家庭における応急対策費用

・事業所における応急対策費用
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